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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第２部門第３区分
【発行日】平成25年1月31日(2013.1.31)

【公表番号】特表2012-513908(P2012-513908A)
【公表日】平成24年6月21日(2012.6.21)
【年通号数】公開・登録公報2012-024
【出願番号】特願2011-544580(P2011-544580)
【国際特許分類】
   Ｂ２４Ｂ  37/28     (2012.01)
   Ｂ２４Ｂ  37/12     (2012.01)
   Ｈ０１Ｌ  21/304    (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｂ２４Ｂ  37/04    　　　Ｕ
   Ｂ２４Ｂ  37/04    　　　Ｘ
   Ｈ０１Ｌ  21/304   ６２２Ｇ

【手続補正書】
【提出日】平成24年12月5日(2012.12.5)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　第１主表面、第２主表面、及び工作物を保持するための少なくとも１つの開口部を有す
るベースキャリアを備えるラッピングキャリアであって、前記開口部が、前記ベースキャ
リアを通って前記第１主表面から前記第２主表面まで延び、前記開口部の周囲が前記ベー
スキャリアの第３表面によって画定され、更に、前記第１主表面の少なくとも一部分又は
前記第１主表面及び前記第２主表面のぞれぞれの少なくとも一部分が高分子領域を備え、
前記高分子領域が次の接着促進層、
　（ａ）プライマー層であって、フェノール樹脂又はノボラック樹脂の少なくとも１つを
含むプライマー層と、
　（ｂ）前記プライマー層に隣接する結合層であって、アミノ官能性エポキシ樹脂又はヒ
ドロキシル官能性エポキシ樹脂の少なくとも１つを含む結合層と、
　（ｃ）前記プライマー層と対向する側で前記結合層に隣接する高分子層であって、イソ
シアネート官能性ポリマーを含む高分子層と、を少なくとも備える、ラッピングキャリア
。
【請求項２】
　前記プライマー層がノボラック樹脂を含む場合、前記ノボラック樹脂が、カテコールノ
ボラック樹脂、クレゾールノボラック樹脂、ポリヒドロキシフェノールで末端キャップさ
れたノボラック樹脂、又はこれらの組み合わせから選択され、
　前記プライマー層がフェノール樹脂を含む場合、前記フェノール樹脂が、クレゾールフ
ェノール樹脂、レゾールフェノール樹脂、ポリヒドロキシフェノール樹脂、ヒドロキシチ
オフェノールフェノール樹脂、ポリチオールフェノール樹脂、又はこれらの組み合わせか
ら選択される、請求項１に記載のキャリア。
【請求項３】
　前記高分子層が、高分子コーティング又は積層高分子フィルムを備える、請求項１に記
載のキャリア。
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【請求項４】
　前記イソシアネート官能性ポリマーが、多官能性ウレタンポリマーを含む、請求項１に
記載のキャリア。
【請求項５】
　（ａ）２つの対向するラッピング表面を有する両面ラップ盤又は片面ラップ盤を提供す
る工程と、
　（ｂ）第１主表面、第２主表面、及び工作物を保持するための少なくとも１つの開口部
を有するベースキャリアを備える、請求項１～１５のいずれか一項に記載のキャリアを提
供する工程であって、前記開口部が、前記ベースキャリアを通って前記第１主表面から前
記第２主表面まで延び、前記開口部の周囲が前記ベースキャリアの第３表面によって画定
され、更に、前記第１主表面の少なくとも一部分又は前記第１主表面及び前記第２主表面
のぞれぞれの少なくとも一部分が高分子領域を備え、前記高分子領域が次の接着促進層、
　　（１）プライマー層であって、フェノール樹脂又はノボラック樹脂の少なくとも１つ
を含むプライマー層と、
　　（２）前記プライマー層に隣接する結合層であって、アミノ官能性エポキシ樹脂又は
ヒドロキシル官能性エポキシ樹脂の少なくとも１つを含む結合層と、
　　（３）前記プライマー層と対向する側で前記結合層に隣接する高分子層であって、イ
ソシアネート官能性ポリマーを含む高分子層と、を少なくとも備え、
　（ｃ）工作物を提供する工程と、
　（ｄ）前記工作物を前記開口部に挿入する工程と、
　（ｅ）前記キャリアを前記ラップ盤に挿入する工程と、
　（ｆ）前記ラッピング表面と前記工作物との間の接触を維持しながら、前記工作物と前
記ラッピング表面との間に相対運動を提供する工程と、
　（ｇ）前記工作物の少なくとも一部分を除去する工程と、を含む、ラッピング方法。
【請求項６】
　（ａ）第１主表面、第２主表面、及び工作物を保持するための少なくとも１つの開口部
を有するベースキャリアを提供する工程であって、前記開口部が、前記ベースキャリアを
通って前記第１主表面から前記第２主表面まで延び、前記開口部の周囲が前記ベースキャ
リアの第３表面によって画定される工程と、
　（ｂ）プライマー層を前記ベースキャリアの少なくとも１つの表面に塗布する工程であ
って、前記プライマー層が、フェノール樹脂又はノボラック樹脂の少なくとも１つを含む
工程と、
　（ｃ）前記プライマー層に隣接する結合層を塗布する工程であって、前記結合層がアミ
ノ官能性エポキシ樹脂又はヒドロキシル官能性エポキシ樹脂の少なくとも１つを含む工程
と、
　（ｄ）前記結合層に隣接する高分子層を塗布する工程であって、前記高分子層がイソシ
アネート官能性ポリマーを含む工程と、を含む、コーティングされたラッピングキャリア
の作製方法。


	header
	written-amendment

